
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

「姉小路界隈町式目（平成版）」（平成 12 年 4 月） 

 

２ 姉小路界隈地区・松長町地区建築協定（平成 14 年 7 月） 

会では姉小路界隈町式目の具体化に向け、平成 13 年 1 月から建築協定締結に向けて活動を開始。平成 14 年 3 月 26 日

に２つの建築協定地区の申請書を京都市に提出。平成 14 年 7 月に公告され、都心部で 13 町内会、協定者約 100 人、協定

区域面積約２ha にも及ぶ広範囲な建築協定が実現しました。 

■界隈町式目を基本に、現代版の町衆によるまちのルールが完成 

京都の都心部・姉小路界隈において、まちづくりの基本目標である界隈町式目から具体的なまちづくりの基本ルー

ルとなる町式目＝建築協定が実現し、時代の変化を積極的に誘導し、豊かな都心界隈づくりの一歩を踏み出すことが

できました。 

会設立の目的である「住みよい、安心して暮らせる環境づくり」の具体化に

向け、江戸時代の自治管理体制の要となった町の法律「町式目」の勉強会を実

施し、平成 12 年 4 月に「姉小路界隈町式目（平成版）」を策定、今後のまちづ

くりの基本方針としました。     

界隈は中層５階以下の街並みを目指しています 
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記念して設置したガス灯の灯り 

⑷界隈町式目から建築協定締結（平成 12 年～14 年） 


